
(57)【要約】

【課題】探触子を適切な圧力で被検体と接触させること

ができ、正しい接触状態を容易に取ることが可能な超音

波診断装置用探触子を提供する。

【解決手段】被検体へ超音波を送信し、超音波が被検体

において反射することにより得られるエコーを受信する

ための超音波振動子と、超音波およびエコーが通過する

プローブ面２０４を有し、超音波振動子を収納する筐体

２０２と、プローブ面２０４が被検体へ接触している状

態においてプローブ面２０４が被検体から受ける圧力を

検出するための圧力センサ２０６とを備えた超音波診断

装置用探触子。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 体 へ 超 音 波 を 送 信 し 、 前 記 超 音 波 が 被 検 体 に お い て 反 射 す る こ と に よ り 得 ら れ る エ
コ ー を 受 信 す る た め の 超 音 波 振 動 子 と 、
　 前 記 超 音 波 お よ び エ コ ー が 通 過 す る プ ロ ー ブ 面 を 有 し 、 前 記 超 音 波 振 動 子 を 収 納 す る 筐
体 と 、
　 前 記 プ ロ ー ブ 面 が 前 記 被 検 体 へ 接 触 し て い る 状 態 に お い て 前 記 プ ロ ー ブ 面 が 被 検 体 か ら
受 け る 圧 力 を 検 出 す る た め の 圧 力 セ ン サ と 、
を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 圧 力 セ ン サ は 、 前 記 プ ロ ー ブ 面 の 周 囲 に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診
断 装 置 用 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 圧 力 セ ン サ は 、 前 記 プ ロ ー ブ 面 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置
用 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 プ ロ ー ブ 面 の 表 面 に 設 け ら れ て お り 、 流 動 体 が 充 填 さ れ た 変 形 可 能 な 容 器 を さ ら に
備 え 、
　 前 記 圧 力 セ ン サ は 前 記 容 器 の 圧 力 を 検 出 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子
。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 容 器 に 接 続 さ れ て お り 、 前 記 容 器 の 圧 力 が 所 定 の 値 を 超 え た 場 合 、 前 記 容 器 内 の 流
動 体 を 容 器 外 へ 放 出 す る た め の 圧 力 弁 を さ ら に 備 え た 請 求 項 ４ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 用
探 触 子 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 放 出 さ れ た 物 質 を 蓄 え る リ ザ ー バ を さ ら に 備 え る 請 求 項 ５ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置
用 探 触 子 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 圧 力 セ ン サ の 出 力 を 受 け 取 り 、 前 記 圧 力 セ ン サ の 検 出 し た 圧 力 に 基 づ き 、 警 告 を 発
す る 警 告 器 を さ ら に 備 え る 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 警 告 器 は 、 前 記 圧 力 が 所 定 の 値 以 上 で あ る 場 合 に 、 光 、 音 お よ び 表 示 の 少 な く と も
１ つ に よ り 警 告 を 発 す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 圧 力 セ ン サ の 出 力 を 受 け 取 り 、 前 記 圧 力 セ ン サ の 検 出 し た 圧 力 の 大 き さ に 応 じ て 光
、 音 お よ び 表 示 の 少 な く と も １ つ に よ り 警 告 を 発 す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 用
探 触 子 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ か に 規 定 さ れ る 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 と 、
　 前 記 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 の 筐 体 を 固 定 す る た め の 固 定 部 を 含 み 、 被 検 体 に 適 合 し た
形 状 を 有 す る コ ル セ ッ ト と 、
を 備 え た 固 定 具 付 き 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 コ ル セ ッ ト は 人 体 の 頸 部 に 適 合 し た 形 状 を 有 す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 固 定 具 付 き 超
音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ か に 規 定 さ れ る 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 と 、
　 前 記 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 へ 駆 動 信 号 を 送 信 し 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 か ら エ
コ ー 信 号 を 受 け 取 り 、 前 記 エ コ ー 信 号 に 基 づ い て 、 前 記 被 検 体 の 性 状 ま た は 形 状 特 性 を 求
め る 本 体 と 、
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を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 性 状 ま た は 形 状 特 性 を 表 示 す る た め の 表 示 部 を さ ら に 備 え た 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 超
音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か に 規 定 さ れ る 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 と 、
　 前 記 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 へ 駆 動 信 号 を 送 信 し 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 か ら エ
コ ー 信 号 を 受 け 取 り 、 前 記 エ コ ー 信 号 に 基 づ い て 、 前 記 被 検 体 の 性 状 ま た は 形 状 特 性 を 求
め る 本 体 と 、
　 前 記 圧 力 セ ン サ の 出 力 を 受 け 取 り 、 前 記 圧 力 セ ン サ の 検 出 し た 圧 力 に 基 づ き 、 警 告 を 発
す る 警 告 器 と 、
を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 警 告 器 は 、 前 記 圧 力 が 所 定 の 値 以 上 で あ る 場 合 に 、 光 、 音 お よ び 表 示 の 少 な く と も
１ つ に よ り 警 告 を 発 す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 圧 力 セ ン サ の 出 力 を 受 け 取 り 、 前 記 圧 力 セ ン サ の 検 出 し た 圧 力 の 大 き さ に 応 じ て 光
、 音 お よ び 表 示 の 少 な く と も １ つ に よ り 警 告 を 発 す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置
。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 性 状 ま た は 形 状 特 性 を 表 示 す る た め の 表 示 部 を さ ら に 備 え 、 前 記 表 示 部 は 、 前 記 光
ま た は 表 示 に よ る 警 告 を 行 う 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 被 検 体 へ 超 音 波 を 送 信 し 、 前 記 超 音 波 が 被 検 体 に お い て 反 射 す る こ と に よ り 得 ら れ る エ
コ ー を 受 信 す る た め の 超 音 波 振 動 子 と 、 前 記 超 音 波 お よ び エ コ ー が 通 過 す る プ ロ ー ブ 面 を
有 し 、 前 記 超 音 波 振 動 子 を 収 納 す る 筐 体 と を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 の 探 触 子 用 ア ダ プ タ で
あ っ て 、
　 前 記 探 触 子 の プ ロ ー ブ 面 を 露 出 さ せ る 開 口 と 、 前 記 開 口 か ら プ ロ ー ブ 面 を 露 出 さ せ る よ
う に 前 記 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 を 保 持 す る 形 状 を 有 す る 本 体 と 、
　 前 記 プ ロ ー ブ 面 が 前 記 被 検 体 へ 接 触 し て い る 状 態 に お い て 前 記 プ ロ ー ブ 面 が 被 検 体 か ら
受 け る 圧 力 を 検 出 す る た め の 圧 力 セ ン サ と 、
を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 の 探 触 子 用 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 圧 力 セ ン サ は 、 前 記 本 体 の 開 口 の 周 囲 に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 超 音 波
診 断 装 置 の 探 触 子 用 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 開 口 の 表 面 に 設 け ら れ て お り 、 液 体 ま た は ゲ ル 状 の 物 質 が 充 填 さ れ た 変 形 可 能 な 容
器 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 圧 力 セ ン サ は 前 記 容 器 の 圧 力 を 検 出 す る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 の 探 触
子 用 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 圧 力 セ ン サ の 出 力 を 受 け 取 り 、 前 記 圧 力 セ ン サ の 検 出 し た 圧 力 に 基 づ き 、 警 告 を 発
す る 警 告 器 を さ ら に 備 え る 請 求 項 １ ８ か ら ２ ０ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 の 探 触
子 用 ア ダ プ タ 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 超 音 波 診 断 装 置 に 関 し 、 特 に 、 血 管 の 形 状 や 性 状 を 測 定 す る た め の 超 音 波 診 断
装 置 に 関 す る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 は 、 超 音 波 を 生 体 な ど の 被 検 体 に 照 射 し 、 そ の エ コ ー 信 号 に 含 ま れ る 情
報 を 解 析 す る こ と に よ り 、 被 検 体 を 非 侵 襲 的 に 検 査 す る 。 従 来 か ら 広 く 用 い ら れ て い る 超
音 波 診 断 装 置 は 、 生 体 内 部 の 組 織 に よ っ て 超 音 波 の 伝 播 や 反 射 の 特 性 が 異 な る こ と を 利 用
し 、 エ コ ー 信 号 の 強 度 を 画 素 の 輝 度 情 報 に 変 換 す る 。 こ れ に よ り 、 生 体 の 内 部 の 構 造 を 画
素 の 輝 度 の 差 異 に よ っ て 表 示 し て い る 。 ま た 、 生 体 内 部 の 組 織 が 移 動 し て い る 場 合 、 エ コ
ー 信 号 に は ド ッ プ ラ ー 効 果 に よ る 周 波 数 の 遷 移 が 生 じ る 。 こ の 原 理 を 利 用 し 、 生 体 に 含 ま
れ る 血 管 中 の 血 流 を 画 像 化 し て 表 示 す る 超 音 波 診 断 装 置 も 広 く 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 さ ら に 、 近 年 、 エ コ ー 信 号 の 主 に 位 相 を 解 析 す る こ と に よ っ て 、 生 体 の 組 織 の 動 き を 精
密 に 測 定 す る 超 音 波 診 断 装 置 が 特 許 文 献 １ な ど に 提 案 さ れ て い る 。 特 許 文 献 ２ は 、 血 管 壁
の 変 位 量 か ら 弾 性 率 を 求 め る 超 音 波 診 断 装 置 を 開 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 こ う し た 超 音 波 診 断 装 置 を 用 い て 被 験 者 １ ０ の 頸 部 １ １ に 位 置 す る
頸 動 脈 １ ２ の 測 定 を 行 う 場 合 、 被 験 者 １ ０ は 椅 子 な ど に 着 席 し 、 頸 部 １ １ を 垂 直 に 起 こ し
た 状 態 で 頸 部 １ １ の 表 面 か ら 探 触 子 ２ ０ が 頸 動 脈 １ ２ を 覆 う よ う に 探 触 子 ２ ０ を 頸 部 １ １
の 表 面 に 接 触 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 般 に 、 探 触 子 ２ ０ は 一 次 元 に 配 列 さ れ た 複 数 の 振 動 子 を 含 ん で お り 、 振 動 子 の 配 列 方
向 と 頸 動 脈 １ ２ の 軸 方 向 と が 一 致 す る よ う に 探 触 子 １ ２ は 、 操 作 者 に よ っ て 保 持 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ７ － ６ ７ ４ ５ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ２ ９ ０ ７ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 被 験 者 の 頸 部 は 一 般 に 平 坦 で は な い た め 、 探 触 子 ２ ０ の 接 触 面 全 体 で 均 等 に 頸
部 に 押 し 付 け る こ と が 容 易 で は な い 。 特 に 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 長 手 方 向 を 垂 直 に し て 探
触 子 ２ ０ を 頸 部 ２ ０ の 表 面 に 均 一 に 接 触 さ せ る の は 熟 練 を 要 す る 。 そ の 結 果 、 探 触 子 ２ ０
の 一 部 が 特 に 強 い 圧 力 で 頸 部 ２ ０ を 圧 迫 す る 可 能 性 が あ る 。 こ の た め 、 探 触 子 ２ ０ が 計 測
領 域 全 体 に お い て 均 一 に 接 触 し な い と 、 計 測 が 正 確 に 行 え な い と い う 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 探 触 子 ２ ０ の 一 部 分 で 頸 部 ２ ０ を 強 く 圧 迫 し す ぎ た り 、 均 一 で は あ っ て も 探 触 子
２ ０ 全 体 で 過 剰 な 圧 力 で 頸 部 ２ ０ を 圧 迫 す る と 、 頸 動 脈 １ ２ が 強 く 圧 迫 さ れ 、 頸 動 脈 １ ２
を 流 れ る 血 流 を 妨 げ る こ と に よ っ て 測 定 に 影 響 を 与 え た り 、 被 験 者 に 何 ら か の 不 具 合 を 生
じ さ せ る 可 能 性 が あ る と い う 問 題 も 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 従 来 技 術 の 課 題 を 解 決 し 、 探 触 子 を 適 切 な 圧 力 で 被 検 体 と 接 触 さ せ
る こ と が で き 、 正 し い 接 触 状 態 を 容 易 に 取 る こ と が 可 能 な 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 お よ び
そ れ を 用 い た 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 は 、 被 検 体 へ 超 音 波 を 送 信 し 、 前 記 超 音 波 が 被 検 体 に
お い て 反 射 す る こ と に よ り 得 ら れ る エ コ ー を 受 信 す る た め の 超 音 波 振 動 子 と 、 前 記 超 音 波
お よ び エ コ ー が 通 過 す る プ ロ ー ブ 面 を 有 し 、 前 記 超 音 波 振 動 子 を 収 納 す る 筐 体 と 、 前 記 プ
ロ ー ブ 面 が 前 記 被 検 体 へ 接 触 し て い る 状 態 に お い て 前 記 プ ロ ー ブ 面 が 被 検 体 か ら 受 け る 圧
力 を 検 出 す る た め の 圧 力 セ ン サ と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 あ る 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 圧 力 セ ン サ は 、 前 記 プ ロ ー ブ 面 の 周 囲 に 配 置 さ れ
て い る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 あ る 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 圧 力 セ ン サ は 、 前 記 プ ロ ー ブ 面 に 設 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 あ る 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 探 触 子 は 、 前 記 プ ロ ー ブ 面 の 表 面 に 設 け ら れ て お り 、
流 動 体 が 充 填 さ れ た 変 形 可 能 な 容 器 を さ ら に 備 え 、 前 記 圧 力 セ ン サ は 前 記 容 器 の 圧 力 を 検
出 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 あ る 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 探 触 子 は 、 前 記 容 器 に 接 続 さ れ て お り 、 前 記 容 器 の 圧
力 が 所 定 の 値 を 超 え た 場 合 、 前 記 容 器 内 の 流 動 体 を 容 器 外 へ 放 出 す る た め の 圧 力 弁 を さ ら
に 備 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 あ る 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 探 触 子 は 、 前 記 放 出 さ れ た 物 質 を 蓄 え る リ ザ ー バ を さ
ら に 備 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 あ る 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 探 触 子 は 、 前 記 圧 力 セ ン サ の 出 力 を 受 け 取 り 、 前 記 圧
力 セ ン サ の 検 出 し た 圧 力 に 基 づ き 、 警 告 を 発 す る 警 告 器 を さ ら に 備 え る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 あ る 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 警 告 器 は 、 前 記 圧 力 が 所 定 の 値 以 上 で あ る 場 合 に
、 光 、 音 お よ び 表 示 の 少 な く と も １ つ に よ り 警 告 を 発 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 あ る 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 警 告 器 は 、 前 記 圧 力 セ ン サ の 出 力 を 受 け 取 り 、 前
記 圧 力 セ ン サ の 検 出 し た 圧 力 の 大 き さ に 応 じ て 光 、 音 お よ び 表 示 の 少 な く と も １ つ に よ り
警 告 を 発 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 固 定 具 付 き 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 は 、 上 記 い ず れ か に 規 定 さ れ る 超 音 波 診 断
装 置 用 探 触 子 と 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 の 筐 体 を 固 定 す る た め の 固 定 部 を 含 み 、 被
検 体 に 適 合 し た 形 状 を 有 す る コ ル セ ッ ト と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 あ る 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 コ ル セ ッ ト は 人 体 の 頸 部 に 適 合 し た 形 状 を 有 す る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 記 い ず れ か に 規 定 さ れ る 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 と 、 前
記 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 へ 駆 動 信 号 を 送 信 し 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 か ら エ コ ー
信 号 を 受 け 取 り 、 前 記 エ コ ー 信 号 に 基 づ い て 、 前 記 被 検 体 の 性 状 ま た は 形 状 特 性 を 求 め る
本 体 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 あ る 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 超 音 波 診 断 装 置 は 、 前 記 性 状 ま た は 形 状 特 性 を 表 示 す
る た め の 表 示 部 を さ ら に 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 記 い ず れ か に 規 定 さ れ る 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 と 、 前
記 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 へ 駆 動 信 号 を 送 信 し 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 か ら エ コ ー
信 号 を 受 け 取 り 、 前 記 エ コ ー 信 号 に 基 づ い て 、 前 記 被 検 体 の 性 状 ま た は 形 状 特 性 を 求 め る
本 体 と 、 前 記 圧 力 セ ン サ の 出 力 を 受 け 取 り 、 前 記 圧 力 セ ン サ の 検 出 し た 圧 力 に 基 づ き 、 警
告 を 発 す る 警 告 器 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 あ る 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 警 告 器 は 、 前 記 圧 力 が 所 定 の 値 以 上 で あ る 場 合 に
、 光 、 音 お よ び 表 示 の 少 な く と も １ つ に よ り 警 告 を 発 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 あ る 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 警 告 器 は 、 前 記 圧 力 セ ン サ の 出 力 を 受 け 取 り 、 前
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記 圧 力 セ ン サ の 検 出 し た 圧 力 の 大 き さ に 応 じ て 光 、 音 お よ び 表 示 の 少 な く と も １ つ に よ り
警 告 を 発 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 　 あ る 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 超 音 波 診 断 装 置 は 、 前 記 性 状 ま た は 形 状 特 性 を 表 示
す る た め の 表 示 部 を さ ら に 備 え 、 前 記 表 示 部 は 、 前 記 光 ま た は 表 示 に よ る 警 告 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 探 触 子 用 ア ダ プ タ は 、 被 検 体 へ 超 音 波 を 送 信 し 、 前 記 超 音 波 が 被 検 体 に お い て
反 射 す る こ と に よ り 得 ら れ る エ コ ー を 受 信 す る た め の 超 音 波 振 動 子 と 、 前 記 超 音 波 お よ び
エ コ ー が 通 過 す る プ ロ ー ブ 面 を 有 し 、 前 記 超 音 波 振 動 子 を 収 納 す る 筐 体 と を 備 え た 超 音 波
診 断 装 置 の 探 触 子 用 ア ダ プ タ で あ っ て 、 前 記 探 触 子 の プ ロ ー ブ 面 を 露 出 さ せ る 開 口 と 、 前
記 開 口 か ら プ ロ ー ブ 面 を 露 出 さ せ る よ う に 前 記 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 を 保 持 す る 形 状 を
有 す る 本 体 と 、 前 記 プ ロ ー ブ 面 が 前 記 被 検 体 へ 接 触 し て い る 状 態 に お い て 前 記 プ ロ ー ブ 面
が 被 検 体 か ら 受 け る 圧 力 を 検 出 す る た め の 圧 力 セ ン サ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 あ る 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 圧 力 セ ン サ は 、 前 記 容 器 の 圧 力 を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 あ る 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 探 触 子 用 ア ダ プ タ は 、 前 記 開 口 の 表 面 に 設 け ら れ て お
り 、 液 体 ま た は ゲ ル 状 の 物 質 が 充 填 さ れ た 変 形 可 能 な 容 器 を さ ら に 備 え 、 前 記 圧 力 セ ン サ
は 前 記 容 器 の 圧 力 を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 あ る 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 探 触 子 用 ア ダ プ タ は 、 前 記 圧 力 セ ン サ の 出 力 を 受 け 取
り 、 前 記 圧 力 セ ン サ の 検 出 し た 圧 力 に 基 づ き 、 警 告 を 発 す る 警 告 器 を さ ら に 備 え る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 診 断 装 置 の 操 作 者 は 、 探 触 子 を 被 検 体 に 押 し 当 て な が ら 、 探 触
子 を 押 し 当 て る 力 が 適 切 で あ る か ど う か を 警 告 に よ っ て 判 断 す る こ と が で き る 。 し た が っ
て 、 適 切 な 力 で 被 検 体 に 探 触 子 を 押 し 当 て た 状 態 を 維 持 し や す く な り 、 被 検 体 を 圧 迫 し す
ぎ る こ と に よ っ て 被 検 体 に 不 具 合 を 生 じ さ せ る 可 能 性 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ 第 １ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 （ 以 下 、 単 に 探 触 子 と 呼 ぶ ） お よ び 超 音 波 診 断 装 置 の
第 １ の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 図 １ （ ａ ） は 、 探 触 子 ２ ０ ０ の 斜 視 図 で あ る 。 探 触 子 ２ ０ ０
は 筐 体 ２ ０ ２ を 備 え て い る 。 筐 体 ２ ０ ２ は 、 被 検 体 へ 超 音 波 を 送 信 し 、 超 音 波 が 被 検 体 に
お い て 反 射 す る こ と に よ り 得 ら れ る エ コ ー を 受 信 す る た め の 複 数 の 超 音 波 振 動 子 （ 図 示 せ
ず ） を 収 納 し て い る 。 こ れ ら の 超 音 波 振 動 子 か ら 送 信 さ れ る 超 音 波 や 被 検 体 か ら 得 ら れ る
エ コ ー が 通 過 す る プ ロ ー ブ 面 ２ ０ ４ が 筐 体 ２ ０ ２ に は 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 筐 体 ２ ０ ２ に は 圧 力 セ ン サ ２ ０ ４ が 設 け ら れ て い る 。 圧 力 セ
ン サ ２ ０ ６ は 、 探 触 子 ２ ０ ０ の プ ロ ー ブ 面 ２ ０ ４ が 被 検 体 に 接 触 し た 状 態 に お い て プ ロ ー
ブ 面 が 被 検 体 か ら 受 け る 圧 力 を 検 出 す る 。 圧 力 セ ン サ ２ ０ ６ に は 、 圧 電 体 か ら な る 圧 力 セ
ン サ や ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン な ど か ら な る シ ー ト 状 の 圧 力 セ ン サ な ど を 用 い る こ と が で き
る 。 本 実 施 形 態 で は 、 圧 力 セ ン サ ２ ０ ６ は 、 プ ロ ー ブ 面 ２ ０ ４ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 、 プ ロ
ー ブ 面 ２ ０ ４ を 挟 む よ う に 設 け ら れ て い る 。 好 ま し く は 、 プ ロ ー ブ 面 ２ ０ ４ の 表 面 と 圧 力
セ ン サ ２ ０ ６ の 表 面 と は 同 一 面 を 構 成 し て い る 。 こ れ に よ り 、 操 作 者 が 探 触 子 ２ ０ ０ を 手
に 持 っ て 探 触 子 ２ ０ ０ の プ ロ ー ブ 面 ２ ０ ４ を 被 検 体 に 接 触 さ せ た と き 、 操 作 者 が 探 触 子 ２
０ ０ を 被 検 体 に 押 し 付 け る こ と に よ っ て 被 検 体 が 受 け る 圧 力 と 同 じ 大 き さ の 圧 力 が 圧 力 セ
ン サ ２ ０ ６ に 加 わ る 。 し た が っ て 、 こ の 圧 力 セ ン サ ２ ０ ６ の 出 力 を 検 出 す る こ と に よ っ て
、 被 検 体 が 受 け る 圧 力 を 知 る こ と が で き 、 探 触 子 ２ ０ ０ と 被 検 体 と が 適 切 な 接 触 状 態 を 保
っ て い る か ど う か 、 あ る い は 、 探 触 子 ２ ０ ０ が 被 検 体 を 圧 迫 し 過 ぎ て い な い か な ど を 判 断

10

20

30

40

50

(6) JP 2006-238913 A 2006.9.14



す る こ と が で き る 。 ま た 、 圧 力 セ ン サ ２ ０ ６ は 送 信 用 の 超 音 波 や エ コ ー が 透 過 し な い 位 置
に 設 け ら れ る た め 、 圧 力 セ ン サ ２ ０ ６ は 超 音 波 を 透 過 さ せ な く て も よ い 。 し た が っ て 、 種
々 の 圧 力 を 検 知 す る 素 子 を 圧 力 セ ン サ ２ ０ ６ と し て 用 い る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 プ ロ ー ブ 面 ２ ０ ４ が 被 検 体 か ら 受 け る 圧 力 を 正 し く 評 価 あ る い は 計 測 す る こ と が で き る
限 り 、 圧 力 セ ン サ ２ ０ ４ は 筐 体 ２ ０ ２ の ど の 部 分 に 設 け ら れ て い て も よ い 。 ま た 、 圧 力 セ
ン サ ２ ０ ４ の 数 も 図 示 し た よ う に ２ つ に 限 ら れ な い 。 例 え ば 、 プ ロ ー ブ 面 １ ０ ４ の 周 囲 を
囲 む よ う に ４ つ の 圧 力 セ ン サ ２ ０ ４ を 設 け る 場 合 、 ４ つ の 圧 力 セ ン サ か ら の 出 力 の 差 を 評
価 す る こ と に よ っ て 、 探 触 子 ２ ０ ０ の プ ロ ー ブ 面 ２ ０ ４ が 被 検 体 に 対 し て 均 等 に 押 し 付 け
ら れ て い る か ど う か を 知 る こ と で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 圧 力 セ ン サ ２ ０ ４ が 、 診 断 に 用 い る 超 音 波 を 大 き く 減 衰 さ せ る こ と な く 透 過 さ せ
る こ と が で き れ ば 、 圧 力 セ ン サ ２ ０ ４ は プ ロ ー ブ 面 ２ ０ ４ の 表 面 あ る い は プ ロ ー ブ 面 ２ ０
４ と 超 音 波 振 動 子 と の 間 に 設 け て も よ い 。 プ ロ ー ブ 面 ２ ０ ４ に 圧 力 セ ン サ ２ ０ ４ を 設 け れ
ば 、 よ り 正 確 に プ ロ ー ブ 面 ２ ０ ４ が 被 検 体 を 圧 迫 す る 圧 力 を 測 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 圧 力 セ ン サ ２ ０ ４ の 出 力 に 基 づ い て 警 告 を 発 す る た め に 、 探 触 子 ２ ０ ０ は 警 告 器 ２ １ ２
を 備 え て い て も よ い 。 警 告 器 ２ １ ２ は 、 圧 力 セ ン サ ２ ０ ４ の 検 出 し た 圧 力 で あ る 出 力 信 号
を 検 出 す る 検 出 回 路 ２ ０ ８ と 、 検 出 回 路 ２ ０ ８ の 出 力 に 基 づ い て 点 灯 す る Ｌ Ｅ Ｄ ２ １ ０ と
を 含 み 、 光 に よ っ て 警 告 を 発 す る 。 検 出 回 路 ２ ０ ８ は 、 例 え ば 、 圧 力 セ ン サ ２ ０ ４ が 検 出
し た 圧 力 が 所 定 の 値 以 上 で あ る か ど う か を 判 断 し 、 所 定 の 値 以 上 で あ る 場 合 に 、 Ｌ Ｅ Ｄ ２
１ ０ へ 信 号 を 出 力 す る 。 Ｌ Ｅ Ｄ ２ １ ０ は 検 出 回 路 ２ ０ ８ か ら 信 号 を 受 け 取 っ て 、 赤 色 に 発
光 す る 。 こ れ に よ り 、 探 触 子 ２ ０ ０ が 被 検 体 を 所 定 の 圧 力 以 上 で 圧 迫 し た 場 合 に 、 Ｌ Ｅ Ｄ
２ １ ０ が 点 灯 し 、 操 作 者 に 警 告 を 発 す る こ と が で き る 。 操 作 者 は 、 手 元 の 探 触 子 ２ ０ ０ で
Ｌ Ｅ Ｄ ２ １ ０ が 点 灯 す る こ と に よ り 、 容 易 に 警 告 を 認 識 し て 、 探 触 子 ２ ０ ０ を 保 持 し て い
る 手 の 力 を 調 節 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 検 出 回 路 ２ ０ ８ は 、 圧 力 セ ン サ ２ ０ ４ が 検 出 し た 圧 力 に 応 じ た 信 号 を Ｌ Ｅ Ｄ ２ １
０ へ 出 力 し て も よ い 。 例 え ば 、 圧 力 が 所 定 の 値 以 下 で あ る 場 合 に は 黄 色 に 点 灯 し 、 圧 力 が
適 正 範 囲 内 に あ る 場 合 に は 緑 色 に 点 灯 し 、 圧 力 が 適 正 な 範 囲 を 超 え て い る 場 合 に は 赤 色 に
点 灯 す る よ う に 検 出 回 路 ２ ０ ８ お よ び Ｌ Ｅ Ｄ ２ １ ０ を 構 成 し て も よ い 。 こ の よ う な 構 造 を
採 用 す る こ と に よ っ て 、 操 作 者 は よ り 適 切 に 探 触 子 ２ ０ ０ と 被 検 体 と の 接 触 状 態 を 保 つ こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ （ ｂ ） は 、 探 触 子 ２ ０ ０ が 接 続 さ れ る 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 本 体 １ ０ ２ お よ び 表 示 部 １ ０ ４ を 備 え る 。 本 体 １ ０ ２ に は 探 触
子 ２ ０ ０ が 接 続 さ れ る 。 本 体 １ ０ ２ は 、 探 触 子 ２ ０ ０ へ 駆 動 信 号 を 送 信 す る 。 ま た 。 探 触
子 ２ ０ ０ か ら エ コ ー 信 号 を 受 け 取 り 、 エ コ ー 信 号 に 基 づ い て 、 被 検 体 の 性 状 特 性 ま た は 形
状 特 性 を 求 め る 。 表 示 部 １ ０ ４ は 本 体 で 求 め た 性 状 特 性 ま た は 形 状 特 性 を 表 示 す る 画 面 １
０ ４ ｄ を 含 む 。 本 体 １ ０ ２ お よ び 表 示 部 １ ０ ４ に は 、 生 体 の 形 状 を 測 定 す る 超 音 波 診 断 装
置 や 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ る 血 管 の 弾 性 率 を 求 め る こ と の で き る 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の
本 体 お よ び 表 示 部 を 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 診 断 装 置 の 操 作 者 は 、 探 触 子 を 被 検 体 に 押 し 当 て な が ら 、 探 触
子 を 押 し 当 て る 力 が 適 切 で あ る か ど う か を 警 告 に よ っ て 判 断 す る こ と が で き る 。 し た が っ
て 、 適 切 な 力 で 被 検 体 に 探 触 子 を 押 し 当 て た 状 態 を 維 持 し や す く な り 、 被 検 体 を 圧 迫 し す
ぎ る こ と に よ っ て 被 検 体 に 不 具 合 を 生 じ さ せ る 可 能 性 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。 特 に 、
被 験 者 の 頸 動 脈 の 形 状 や 性 状 特 性 を 測 定 す る 場 合 、 探 触 子 が 頸 動 脈 を 強 く 圧 迫 し す ぎ る こ
と に よ り 、 頸 動 脈 を 流 れ る 血 流 を 妨 げ 、 測 定 に 悪 影 響 を 与 え る と い う 可 能 性 を 低 減 し た り
、 頸 動 脈 に 粥 腫 な ど が 生 成 し て い る 場 合 に 、 頸 動 脈 を 強 く 圧 迫 す る こ と に よ っ て 粥 腫 が 剥
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離 す る な ど の 可 能 性 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 警 告 器 に よ る 警 告 と し て 、 光 を 用 い た が 、 音 や 表 示 に よ り 警 告
を 発 し て も よ い 。 探 触 子 と 被 検 体 と の 接 触 状 態 は 、 被 検 体 で あ る 被 験 者 が 体 を 動 か す こ と
に よ っ て も 変 化 す る 。 こ の た め 、 音 に よ る 警 告 を 発 す る こ と に よ っ て 、 被 験 者 に 静 止 状 態
を 保 つ よ う に 促 す 注 意 と も な る 。 一 方 、 光 や 表 示 に よ る 警 告 は 、 操 作 者 の み が 気 づ く よ う
に 行 う こ と が 可 能 で あ り 、 被 験 者 が 警 告 に よ っ て 不 安 を 感 じ た り し な い よ う に す る こ と が
で き る 。 警 告 は 、 光 、 音 お よ び 表 示 の 組 み 合 わ せ に よ っ て 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 警 告 器 は 、 探 触 子 に 設 け て い た が 、 警 告 器 は 、 超 音 波 診 断 装 置
の 本 体 に 設 け 、 探 触 子 の 圧 力 セ ン サ の 出 力 を 超 音 波 診 断 装 置 の 本 体 へ 導 い て も よ い 。 例 え
ば 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 警 告 器 の 検 出 回 路 を 本 体 １ ０ ２ に 設 け 検 出 路 の 出 力 に 基 づ
い て 、 表 示 部 １ ０ ４ の 画 面 １ ０ ４ ｄ に 警 告 の 表 示 １ ０ ４ ｃ を 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 形 態 ）
　 図 ２ は 、 本 発 明 に よ る 探 触 子 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に
、 探 触 子 ２ ２ ０ は 、 筐 体 ２ ０ ２ の プ ロ ー ブ 面 ２ ０ ４ の 表 面 に 設 け ら れ た 容 器 ２ ２ ２ を 備 え
て い る 点 で 第 １ の 実 施 形 態 の 探 触 子 ２ ２ ０ と 異 な っ て い る 。 容 器 ２ ２ ２ は 、 変 形 可 能 で あ
り 密 閉 さ れ た 空 間 を 規 定 し て い る 。 密 閉 さ れ た 空 間 内 に は 流 動 体 が 充 填 さ れ て い る 。 容 器
２ ２ ２ お よ び 容 器 ２ ２ ２ に 充 填 さ れ る 流 動 体 は 、 液 体 ま た は ゲ ル 状 物 質 で あ る こ と が 好 ま
し く 、 計 測 に 用 い る 超 音 波 を 十 分 な 程 度 で 透 過 さ せ る こ と が で き る も の を 用 い る 。 好 ま し
く は 、 液 体 は 、 水 、 有 機 物 質 、 お よ び こ れ ら の 混 合 物 か ら な る 。 ま た 、 必 要 に 応 じ て 防 腐
剤 な ど を 添 加 す る 。 圧 力 セ ン サ ２ ２ ４ は 、 容 器 ２ ２ ２ に 接 触 し 、 容 器 ２ ２ ２ の 圧 力 を 検 知
す る よ う 筐 体 ２ ０ ２ に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 、 圧 力 セ ン サ ２ ２ ４ の 出 力 は 警 報 器 の 検 出 回 路 ２ ０ ８ に 入 力 さ れ
る 。 検 出 回 路 ２ ０ ８ の 出 力 は 、 ブ ザ ー ２ ２ ６ に 接 続 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 ブ ザ ー
２ ２ ６ が 音 に よ る 警 告 を 発 す る 装 置 と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 探 触 子 ２ ２ ０ を 用 い て 計 測 を 行 う 場 合 、 容 器 ２ ２ ２ を 被 検 体 に 接 触 さ せ 、 探 触 子 ２ ２ ０
を 被 検 体 に 押 し 付 け る 。 こ れ に よ り 、 被 検 体 が 探 触 子 ２ ２ ０ か ら 受 け る 圧 力 は 応 力 と し て
、 容 器 ２ ２ ２ に 加 わ る た め 、 容 器 ２ ２ ２ の 圧 力 を 圧 力 セ ン サ ２ ２ ４ に よ っ て 検 出 す る こ と
に よ り 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 、 圧 力 を 検 知 し 、 適 切 な 力 で 探 触 子 ２ ２ ０ を 被 検 体 と 接 触
し た 状 態 を 保 つ こ と が で き る 。 特 に 、 容 器 ２ ２ ２ は 変 形 可 能 で あ り 、 ま た 容 器 ２ ２ ２ 内 を
液 体 や ゲ ル 状 物 質 な ど の 流 動 体 で 満 た す こ と に よ り 容 器 ２ ２ ２ と 接 触 し た 被 検 体 は 、 容 器
２ ２ ２ か ら 均 一 に 圧 力 を 受 け る 。 こ の た め 、 局 所 的 に 強 い 圧 力 を 受 け 、 部 分 的 に 高 い 圧 力
を 受 け る こ と に よ る 不 具 合 を 解 消 す る こ と が で き る 。 ま た 、 容 器 ２ ２ ２ の 圧 力 は ど の 場 所
で 検 出 し て も ほ ぼ 同 じ で あ る た め 、 圧 力 セ ン サ ２ ２ ４ の 配 置 場 所 を 任 意 に 選 択 す る こ と が
可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 （ 第 ３ の 実 施 形 態 ）
　 図 ３ は 、 本 発 明 に よ る 探 触 子 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ に 示 す よ う に
、 探 触 子 ２ ４ ０ は 、 リ ザ ー バ ２ ４ ２ を 備 え て い る 点 で 第 ２ の 実 施 形 態 の 探 触 子 ２ ４ ０ と 異
な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 リ ザ ー バ ２ ４ ２ は 、 パ イ プ ２ ４ ４ に よ っ て 容 器 ２ ２ ２ の 内 部 の 空 間 と 接 続 さ れ て お り 、
パ イ プ ２ ４ ４ に は 圧 力 弁 ２ ４ ６ が 設 け ら れ て い る 。 圧 力 弁 ２ ４ ６ は 、 パ イ プ ２ ４ ４ の 圧 力
が 所 定 の 値 以 上 に な る と 、 弁 を 開 放 す る 。 こ れ に よ り 容 器 ２ ２ ２ 内 の 流 動 体 は 容 器 ２ ２ ２
か ら 放 出 さ れ 、 リ ザ ー バ ２ ４ ２ へ 移 動 す る 。 圧 力 弁 ２ ４ ６ を 閉 塞 状 態 に 保 っ て い る 機 構 あ
る い は 弁 が 所 定 の 圧 力 以 上 に お い て 破 壊 す る こ と な ど に よ り 、 圧 力 弁 自 体 が 圧 力 を 検 知 し
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て も よ い し 、 圧 力 セ ン サ ２ ２ ４ の 検 知 に 基 づ き 検 出 回 路 ２ ０ ８ か ら 信 号 を 受 け 取 る こ と に
よ っ て 圧 力 弁 ２ ４ ６ が 動 作 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 容 器 ２ ２ ２ 内 の 充 填 物 が 放 出 さ れ る こ と に よ っ て 探 触 子 ２ ４ ０ が 被 検 体 に 加 え る 圧 力 が
低 下 す る 。 こ れ に よ り 特 に 、 探 触 子 が 被 検 体 を 強 く 圧 迫 し 過 ぎ 、 被 検 体 に 悪 影 響 を 与 え る
の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 （ 第 ４ の 実 施 形 態 ）
　 こ れ ま で 説 明 し て き た 探 触 子 は 、 圧 力 を 検 知 す る 圧 力 セ ン サ な ど を 備 え て い た 。 し か し
、 圧 力 セ ン サ を 備 え た ア ダ プ タ を 用 い る こ と に よ っ て 、 既 存 の 探 触 子 に 本 発 明 に よ る 探 触
子 と 同 様 の 機 能 を 持 た せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 の 探 触 子 用 ア ダ プ タ の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ
る 。 探 触 子 用 ア ダ プ タ ３ ０ ０ は 、 本 体 ３ ０ ２ と 圧 力 セ ン サ ３ ０ ８ と を 備 え る 。 本 体 ３ ０ ２
は 、 従 来 の 探 触 子 の プ ロ ー ブ 面 を 露 出 さ せ る 開 口 ３ ０ ６ と 、 開 口 ３ ０ ６ か ら プ ロ ー ブ 面 を
露 出 さ せ る よ う に 探 触 子 を 保 持 す る 空 間 ３ ０ ４ を 備 え た 形 状 を 有 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、
圧 力 セ ン サ ３ ０ ８ は 開 口 ３ ０ ６ の 長 手 方 向 と 平 行 に 開 口 ３ ０ ６ を 挟 む よ う に 設 け ら れ て い
る 。 圧 力 セ ン サ ３ ０ ８ に 換 え て 、 第 ２ の 実 施 形 態 で 説 明 し た 容 器 ２ ２ ２ を 開 口 ３ ０ ６ に 設
け 、 容 器 ２ ２ ２ の 圧 力 を 圧 力 セ ン サ で 検 出 し て も よ い 。 さ ら に 、 第 ３ の 実 施 形 態 で 説 明 し
た リ ザ ー バ ２ ４ ２ を ア ダ プ タ ３ ０ ０ に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 探 触 子 用 ア ダ プ タ ３ ０ ０ は 、 圧 力 セ ン サ ３ ０ ８ に よ っ て 検 出 し た 圧 力 に 基 づ い て 警 告 を
発 す る た め 、 検 出 回 路 ３ １ ０ お よ び Ｌ Ｅ Ｄ ３ １ ２ を 含 む 警 告 器 ３ １ ４ を さ ら に 備 え て い て
も よ い 。 ま た 、 警 告 器 ３ １ ４ は 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 探 触 子 用 ア ダ プ タ ３ ０ ０ を 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 用 の 探 触 子 に 装 着 す る こ と に よ り 、 従
来 の 探 触 子 を 改 造 す る こ と な く 、 超 音 波 診 断 装 置 の 操 作 者 は 、 探 触 子 を 被 検 体 に 押 し 当 て
な が ら 、 探 触 子 を 押 し 当 て る 力 が 適 切 で あ る か ど う か を 警 告 に よ っ て 判 断 す る こ と が で き
る 。 し た が っ て 、 適 切 な 力 で 被 検 体 に 探 触 子 を 押 し 当 て た 状 態 を 維 持 し や す く な り 、 被 検
体 を 圧 迫 し す ぎ る こ と に よ っ て 被 検 体 に 不 具 合 を 生 じ さ せ る 可 能 性 を 低 減 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 （ 第 ５ の 実 施 形 態 ）
　 図 ５ は 、 本 発 明 に よ る 固 定 具 付 き 探 触 子 の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 の
固 定 具 付 き 探 触 子 ４ ０ ０ は 、 被 検 体 に 本 発 明 の 探 触 子 を 固 定 す る た め の コ ル セ ッ ト ４ ０ ２
を 備 え て い る 。 コ ル セ ッ ト ４ ０ ２ は 、 た と え ば 、 人 体 の 頸 部 に 第 １ の 実 施 形 態 の 探 触 子 ２
０ ０ を 固 定 し 、 頸 部 と 探 触 子 ２ ２ ０ と の 適 切 な 接 触 状 態 を 維 持 す る た め に 用 い ら れ る 。 コ
ル セ ッ ト ４ ０ ２ は 、 人 体 頸 部 に 適 合 し た Ｕ 字 形 状 を 有 し 、 適 度 な 弾 性 を 有 す る 主 部 ４ ０ ２
ａ と 、 主 部 ４ ０ ２ ａ の 両 端 に 設 け ら れ て お り 、 柔 軟 性 を 有 す る 帯 状 の 端 部 ４ ０ ２ ｅ と を 含
む 。 端 部 ４ ０ ２ ｅ に は 、 面 フ ァ ス ナ な ど 互 い に 重 ね あ わ せ る こ と に よ っ て 固 定 す る こ と が
で き る 留 め 具 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 コ ル セ ッ ト ４ ０ ２ に は 、 探 触 子 ２ ０ ０ の 筐 体 を 固 定 す る た め の 固 定 部 ４ ０ ４ が 設 け ら れ
て い る 。 固 定 部 ４ ０ ４ の 位 置 は 、 た と え ば 、 コ ル セ ッ ト ４ ０ ４ を 被 験 者 の 頸 部 に 装 着 し た
時 に 被 験 者 の 頸 動 脈 に 探 触 子 ２ ０ ０ の プ ロ ー ブ 面 が 位 置 す る よ う に 定 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 固 定 具 付 き 探 触 子 ４ ０ ０ を 用 い る 場 合 、 操 作 者 は 、 被 験 者 の 頸 部 に コ ル セ ッ ト ４ ０ ２ を
は め 、 探 触 子 ２ ０ ０ に 設 け ら れ た 警 告 器 の Ｌ Ｅ Ｄ を モ ニ タ し な が ら 、 端 部 ４ ０ ２ ｅ の 留 め
具 を 調 節 す る こ と に よ り 、 探 触 子 ２ ０ ０ が 頸 部 と 適 切 な 圧 力 で 接 触 し た 状 態 を 維 持 し 、 コ
ル セ ッ ト ４ ０ ２ を 頸 部 に 固 定 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 操 作 者 は 探 触 子 ２ ０ ０ を 保
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持 し な く て も 測 定 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 Ｌ Ｅ Ｄ に 換 え て 音 に よ る 警 告 を 行 う 警
告 器 を 探 触 子 に 設 け れ ば 、 警 告 音 を モ ニ タ し な が ら 被 験 者 自 身 が 適 切 な 状 態 で コ ル セ ッ ト
４ ０ ２ を 頸 部 に 装 填 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 本 発 明 の 探 触 子 に コ ル セ ッ ト ４ ０ ２ を 設 け て い る が 、 第 ４ の 実
施 形 態 で 説 明 し た ア ダ プ タ に コ ル セ ッ ト を 取 り 付 け 、 既 存 の 探 触 子 を ア ダ プ タ に 装 填 で き
る よ う に し て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 発 明 は 、 被 検 体 の 性 状 お よ び 形 状 特 性 を 測 定 す る 超 音 波 診 断 装 置 に 好 適 に 用 い ら れ る
。 特 に 、 頸 動 脈 の 弾 性 率 を 測 定 す る こ と が 可 能 な 超 音 波 診 断 装 置 に 好 適 に 用 い る こ と が で
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
【 図 １ 】 （ ａ ） は 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ
り 、 （ ｂ ） は 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 の 探 触 子 用 ア ダ プ タ の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 固 定 具 付 き 探 触 子 の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 被 験 者 の 頸 動 脈 を 超 音 波 診 断 装 置 に よ り 測 定 す る 様 子 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 １ ０ 　 　 被 験 者
　 １ １ 　 　 頸 部
　 １ ２ 　 　 頸 動 脈
　 ２ ０ 　 　 探 触 子
　 １ ０ ０ 　 超 音 波 診 断 装 置
　 ２ ０ ０ 、 ２ ２ ０ 、 ２ ４ ０ 　 超 音 波 診 断 装 置 用 探 触 子
　 ２ ０ ２ 　 筐 体
　 ２ ０ ４ 　 プ ロ ー ブ 面
　 ２ ０ ６ 、 ２ ２ ４ 、 ３ ０ ８ 　 圧 力 セ ン サ
　 ２ ０ ８ 　 検 出 回 路
　 ２ １ ０ 、 ３ １ ２ 　 Ｌ Ｅ Ｄ
　 ２ １ ２ 、 ３ １ ４ 　 警 告 器
　 ２ ２ ６ 　 ブ ザ ー
　 ２ ２ ２ 　 容 器
　 ２ ４ ２ 　 リ ザ ー バ
　 ２ ４ ４ 　 パ イ プ
　 ２ ４ ６ 　 圧 力 弁
　 ３ ０ ０ 　 ア ダ プ タ
　 ３ ０ ２ 　 本 体
　 ３ ０ ４ 　 空 間
　 ４ ０ ０ 　 固 定 具 付 き 探 触 子
　 ４ ０ ２ 　 コ ル セ ッ ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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